
文部科学省科学研究費助成事業「新学術領域研究」『グローバル秩序の溶解と新しい危機を

超えて：関係性中心の融合型人文社会科学の確立社会科学の確立』（「グローバル関係学」）

は、2018年度の今年、事業開始から３年目 を迎えます。５年間の研究事業も、すでに折返し地

点を迎えました。 

世界各地での紛争、対立が、情報や思想、モノやカネ、

人の移動のグローバル化などの影響を受け、複雑に絡み合

う現代のグローバルな危機。この「新しいグローバルな危機」

に対応するには、分野横断的な包括的視座をもって分析し

た研究が必要だと訴えて、「グローバル関係学」は始まりまし

た。現代のグローバル社会の問題を読み解くには、主体内

部の関係性や、さまざまなレベル、規模の主体が相互に関

係しあう、その関係性の変化と相互連関性を見ていくことが

必要です。「関係学」と名打つ所以です。 

 発足からの２年間、本新領域研究が力点をおいて進めて

きたのは、「グローバル関係学」に関わる理論や方法論をど

のように確立するか、という点です。そのために、総勢30名を

超える５つの計画研究、さらに公募研究に集まった研究者

たちを一堂に集めて、「グローバル関係学」とは何か、「グ

ローバル関係学」を確立するためにはどうすればよいか

を、政治学、経済学、国際関係、文化人類学、歴史学、文学、社会学、農学、情報学と、さ

まざまな分野で議論を重ねてきました。  

  「グローバル関係学」事業として、もうひとつ力点を置いているのが、分野を超えたさまざま

な研究者の活発な意見交換です。毎年5,6回行う領域全体の研究会では、自らの研究の枠

を越えて新しいことを学ぶ、領域を超えて議論することの楽しみが溢れており、毎回熱気のあ

る討議が繰り返されています。若手研究者を集めて開催された「若手研究者報告会」にも、

多数の若手研究者が関心を示してくれました。 

  この熱を、どう今後につなげていくか。土台はできました。これから

はその土台の上で、いかに研究者がそれぞれ、「グローバル関係学」

を展開するかです。それは、領域内の研究者だけではありません。今年

は公募研究の募集もあります。「グローバル関係学」の視点を取り入れて

分析してみよう、という研究者のみなさん、大歓迎です。 

グローバルな危機を読み解くために、新しい「関係」学を目指します! 

国際会議や研究会を開催しています 

 「グローバル関係学」事業では、毎年海外の一流研究機関と共同で、「難民危機」と題した

国際会議を開催しました。日本やシンガポールのみならずカナダ、イタリアなど各国からの研究

者、実務家が結集した、こちらも熱のこもった討議が展開されました。 

 2018年度は、ベオグラード(セルビア)で、「紛争」をテーマにした国際会

議を開催する予定です。ユーゴ内戦を経験した南東欧の地で、日本と

ヨーロッパのみならず、さまざまな国から専門家を結集して、２日間の熱い

討議を繰り広げます。また、世界政治学会(ブリスベーン)、世界社会科学

フォーラム(福岡)にも参加し、「グローバル関係学」を国際発信します。 

連絡先：千葉大学

グローバル関係融合研究セン

ター 「グローバル関係学」事

務局 

ホーム

ページ 
http://www.shd.chiba-
u.jp/glblcrss/ 

メールアド

レス 

電話 

glblcrss@chiba-u.jp 

043-290-2334  

研究構成 （代表：酒井啓子） 

· 「国家と制度」 

· 「政治経済的地域統合」 

· 「規範とアイデンティティ」 

· 「越境的非国家ネットワーク」 

· 「文明と広域

ネットワーク」 

H28-32 科学研究費 

新学術領域研究事業 
グローバル秩序の溶解と新しい危機を超えて：関係性中心の融合型人文社会科学の確立  

「グローバル関係学」、3年目突入 



計画研究A01「国家と制度：固定化された関係性」 

代表：松永泰行(東京外国語大学教授) 

非国家主体による越境的なネットワークや、領域内の狭い範囲の社会へと分裂するベクトルに対して、国家がいかにその領域主権国家性の維持を実現

するか、また域外の超大国や国際社会からのグローバルな影響、さらに宗教・宗派・民族間の対立など越境的事象の拡散や浸透に対し、いかに防波

堤の役割を果たすか、そのメカニズムや成否を解明する。 

�� 今年も若手研究者報告会を実施します: 
「グローバル関係学」事業では類似の問題意識、研究方向性を持つ若手の研究者の
協力を社会科学、人文科学、自然科学の分野を問わず幅広く求めています。今年も
「グローバル関係学若手研究者報告会」を開催、若手研究者の研究報告を募集する予定です。 

�応募者は、ϰϱ歳以下であること、及び「グローバル関係学」の学問的趣旨を理解し
その学術領域確立に貢献しうるとみなされる者とします。� 
日時;予定Ϳ：ϮϬϭϴ年ϭϮ月ϴ日;土Ϳ・ϵ日;日Ϳ／場所;予定Ϳ：京都大学 

応募方法、締め切りなど、詳細については、本領域ウェブサイトで 
６月中にアナウンスします。「グローバル関係学 若手研究者育成」     
KWWS���ZZZ�VKG�FKLED-X�MS�JOEOFUVV�MXQLRUBUHVHDUFKHUV�LQGH[�KWPO  

       をご覧ください。 

���第２弾「公募研究」を募集します: 
「グローバル関係学」事業では領域が提唱する「グローバル関係学」にかかわる意
欲的な研究を、公募します。����年度の第１回募集では、グローバルな危機と見
なされる現代的諸現象を分析、国際社会が直面する喫緊の諸課題の解決可能性を探ることを目的
とした理論研究および実証研究を募集し、７件が採択されました。����年度も、�月以降の公募を
予定していますので、本ウェブサイトでのアナウンスを注視ください。 

KWWS���ZZZ�VKG�FKLED-X�MS�JOEOFUVV�DSSOLFDWLRQV�LQGH[�KWPO 

さまざまな分野からの、分野を超えた斬新な提案を期待しています 

  

����年度の予定   

領域内の計画研究 

計画研究B02「越境的非国家ネットワーク：国家破綻と紛争 」 

代表：末近浩太(立命館大学国際関係学部教授 ) 

紛争や内戦などの結果として起こる「国家破綻」の実態、およびその権力の空白に出現する非国家主体やその越境的なネットワークの実態分析を通し

て、その発生原因、展開過程、国際政治における意味と意義を分析する。  

計画研究B01「規範のアイデンティティ：社会的紐帯とナショナリズムの間 」 

代表：酒井啓子（千葉大学教授） 

狭い地域を起点とした社会的紐帯に基づくネットワークの、幅広い伸縮を支える社会的アイデンティティと国家の関係、そして国家や社会運動を支える

規範意識の変化を見、伝統的社会紐帯意識によって取り結ばれた地域共同体のアイデンティティが、いかにナショナルなアイデンティティに変質・動員

されるか、ナショナルなネットワークを超越・分断して機能するかを解明する。 

計画研究A02「政治経済的地域統合 」 

代表：石戸光(千葉大学法政経学部教授）  
国際社会における政治的、経済的地域統合体のメカニズムを、単なる国家間統合体ではなく、国際機関や市民社会、超国家的ネットワークなどグロー

バル社会における動向と、国家主体内の多様な価値観からなるサブシステムが、国家間の地域統合にどのような影響を及しているかを解明する。  

計画研究B03「文明と広域ネットワーク：社会的紐帯とナショナリズムの間 」 

代表：五十嵐誠一（千葉大学法政経学部准教授) 

国家間関係ではカバーできない、地球規模で共有される諸問題と諸現象が増加する現状を踏まえ、それらの動的展開過程を分野横断的に研究し、

個々の社会の基層への影響を捉えつつ、グローバルな問題解決アプローチとグローバル・コモンズの創生の可能を探る。  


